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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】ハウス天井被覆資材の種類が燃料消費量とラナンキュラスの生育・収量に及ぼ

す影響を明らかにし，ストックとラナンキュラスの連続採花技術を確立した。また，冬季

の栽培品目８種類について，管理温度によるグルーピングを達成した。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

（都内直売切り花の規格）秋彼岸出荷用の切り花アスターにおける切り前と出荷サイズ

の状況を 2010 年９～10 月にアンケート調査し，直売切り花の出荷規格を明らかにする。 

（冬季温度管理技術の確立と経済性評価）農 PO フィルム一重被覆を対照に，空気膜ハウ

スと内層巻き上げ式２層ハウスでの内気温推移，暖房機作動状況，灯油使用量の比較を行

い，各資材条件下でラナンキュラスの収量と切り花生育を比較することで，ハウス天井被

覆資材の種類による生育と保温効果を明らかにする。加えて，地中熱源式ヒートポンプの

加温能力を把握する。 

連続採花技術の確立と経済性評価：ラナンキュラス球根冷蔵処理による早期出荷効果と

収量への影響を把握する。また，スプレーストックについて，栽植密度と摘心の有無が切

り花長と有効切り花率（＝廃棄量），収量におよぼす影響を調査し，連続採花に最適な栽植

密度と摘心の効果を明らかにする。加えて，スプレーストックの年内と卒入学シーズンの

２度切り収穫を目指した最適な播種時期を明らかにする。 

管理温度による冬季栽培品目のグルーピング：多品目少量生産の実態に合わせ，ハウス

利用の効率化を図るために，最低管理温度による冬季栽培品目のグルーピングを行う。 

【成果の概要】 

１．都内 11 区市町村の生産者 17 名から回答を得た。直売切り花の切り前は，都外の市場

出荷産地では開きすぎと判断される３輪開花時のステージ６が目標で（図１），求められ

る切花長は 35～60cm の範囲で最頻値は 45～50cm だった（図２）。 

２．外気温最低－６℃の条件において最低気温３℃設定の１ａハウスで暖房機作動回数を

比較したところ，一重被覆の 34 回に対し，空気膜ハウスは 14 回，２層ハウスは 23 回に

削減できた（図３）。2010 年 12 月 26 日から 11 年２月 21 日までの灯油消費量は，空気

膜ハウスで 33％の節減効果があった（図４・５）。ラナンキュラスの切り花本数は，空

気膜ハウスで増加し，切り花長は２層ハウスで明らかに長くなった（表１）。また，空気

膜ハウスと２層ハウスは慣行より早期開花ができたが，冬季連続収穫は困難だった（図

６）。ヒートポンプの単体運転で，内気温 15℃加温が達成できた（図７）。 

３．ラナンキュラス「エレガンス ディープピンク」に対し本冷５℃30 日間の湿式冷蔵処

理を行った。球根冷蔵処理は，早期開花と増収に有効だったが，本試験の結果では１月

収穫ができなかった。しかし，需要期であるひな祭りや卒入学シーズンに合った生産技

術であることから，現地への導入性が高い技術である（図８）。 



図３　ハウス天井資材種類と小型暖房機の作動状況
注）調査期間：2011年2月３日0:00～6:00，室内最低３℃加温設定，ネポン製小型温風器KA-323（32,000Kcal/h）使用
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×印：一重被覆（慣行） クリーンテート0.1mm厚（サンテーラ(株)） ＝作動34回/６ｈ

○印：空気膜ハウス 「ふくらー夢」0.1mm厚×２（東罐興産(株)） ＝作動14回/６ｈ

●印：２層ハウス （外層）「クリーンテート」0.1mm厚（サンテーラ(株)）

＋（内層）「ホワイトハイブレス」（ダイオ化成(株)） ＝作動23回/６ｈ

波線：露地気温

図１ 都内直売切り花の出荷時切り前
秋出荷アスター出荷に関するアンケート（2010年），n=17，図２同様

（参考：誠文堂新光社「花の切り前1994版」P286）
図２ 都内直売切り花の出荷時切り花長
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４．スプレーストックの切り花長や有効切り花率は，栽植密度と摘心の有無で変化したが，

収量は，摘心の有無にかかわらず株間 20cm と 25cm で多かった。「カルテット アプリ

コット」は，株間 20cm 無摘心栽培で最も収量が多かった（表２・３）。「カルテット

シリーズ」は条間 30cm２条植え株間 20cm の無摘心栽培で，冬季期間中も 30～45cm の切

り花長で連続採花が可能である（図９）。 

５．スプレーストック「カルテット ホワイト」を 2011 年７月 11 日から８月 31 日まで

の期間，概ね 10 日間隔で播種（播種後 20～30 日で定植，定植後 10～20 日後に本葉 10

枚残しで主茎摘心）し，播種日が収穫期と収量に及ぼす影響を都内栽培方法に準じて検

討した。７月中旬から８月初旬に播種すると，年内と卒入学シーズンの２度切りが可能

だった。８月 11 日以降の播種は，冬季連続収穫が可能だが，２番花が需要期以降に遅

れ，30cm 以下の切り花長になるため，２度切りのメリットは少なかった（図 10）。 

６，防霜の０℃加温で収穫可能だったのはストックで，３℃加温を要したのはアルストロ

メリア，スイートピー，ハイブリット系スターチスとラナンキュラスだった。キクやキ

ンギョソウは低温下で葉が赤化し商品性を損い，カスミソウは減収をきたした（表４）。 

【成果の活用・留意点】 

１．２度切り栽培技術は，ストックの他，トルコキキョウでも検討を行っている。 

２．ラナンキュラスの冬季連続収穫には，今後，より早期の収穫達成にむけた冷蔵処理方

法と日長操作を含む栽培方法の検討が必要である。 

【具体的データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図４　ハウス天井資材種類と灯油消費量の推移
注）2010年12月26日～11年２月21日，最低３℃加温設定、１ａ農ＰＯハウス

図５ ハウス天井資材種類と積算灯油消費量
注）2010年12月26日～11年２月21日
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ハウス天井資材の種類

30×30 有 45.7 ± 0.2 97.0 ± 0.2 50.5 ± 0.2 96.7 ± 0.2 44.2 ± 0.2 99.2 ± 0.2

無 44.5 ± 0.2 91.5 ± 0.2 48.7 ± 0.2 87.2 ± 0.2 47.9 ± 0.2 94.9 ± 0.2

30×25 有 43.3 ± 0.1 96.6 ± 0.1 49.8 ± 0.1 92.9 ± 0.1 43.5 ± 0.2 93.1 ± 0.2

無 43.4 ± 0.2 91.5 ± 0.2 52.0 ± 0.2 88.8 ± 0.2 47.4 ± 0.2 95.1 ± 0.2

30×20 有 44.3 ± 0.2 95.3 ± 0.2 52.9 ± 0.1 94.4 ± 0.1 45.9 ± 0.2 95.3 ± 0.2

無 45.2 ± 0.1 93.2 ± 0.1 51.6 ± 0.1 94.3 ± 0.1 48.5 ± 0.1 96.4 ± 0.1

　注：数値は平均±標準誤差，花房３花開花時（切り前＝２）調査。切り口は地上10cm高

栽植密度

（条間×株間）cm
摘心処理 有効切花長

（ｃｍ）

有効切花率

（長さ％）

有効切花長
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表２　スプレーストックカルテットシリーズの切り花長，有効切り花率，茎径におよぼす
　　　定植株間と摘心処理の影響

カルテット　ホワイト カルテット　ピンク カルテット　アプリコット
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図７　地中熱交換ヒートポンプによる加温効果
注）2011年２月９～10日調査

 一重被覆は農POフィルム＋ハウス加温器（最低15℃）設定

 ヒートポンプは４馬力ECO42（FHP社製）＋空気膜ハウス使用。

表１　ラナンキュラス収穫本数と切り花長に
　　およぼすハウス天井被覆資材の影響

品種 切り花本数 切り花長

試験区 (本/株) (cm)

「ドリーマー スカーレット」

一重被覆（慣行） 11.0 44.0

空気膜ハウス 14.8 42.9

２層ハウス 14.1 51.5

「ドリーマー イエロー」

一重被覆（慣行） 10.5 37.1

空気膜ハウス 15.9 37.6

２層ハウス 12.8 43.2

分散分析結果

品種 - **

被覆資材 - **

交互作用 - n.s.

注）最低温度３℃設定，2010年10月14日定植，

　条間30cm株間20cm２条植、各区12株供試（図６同様）

　分散分析結果の‘**’は数値間に危険率１％で有意差あり，

　‘n.s.’は５％で有意差なし。

図６　ラナンキュラス「ドリーマー スカー
　　　レット」の累積開花数におよぼす
　　　ハウス天井被覆資材の影響

図８　球根冷蔵処理がラナンキュラス「エレガンス
     ディープ ピンク」の収穫本数におよぼす影響
注）球根冷蔵処理は給水膨満後の球根を予冷10℃２日間，

    本冷５℃30日間処理。2011年10月19日定植。各区27株供試。



注）2010年８月20日播種，10月６日定植。無加温ガラス温室栽培（立川）。図８同様。

調査期間は2010年12月から2011年４月20日。備考欄の栽植本数は、１畝２条の３畝栽培を想定。

なお、スタンダードタイプにおける先進地の平均栽植本数は、15×15cmの約2,000本/aである。

　図９　ストックカルテットシリーズの収穫時期・

　　　　切り花長別の収穫割合

　注）いずれも株間20cm無摘心栽培，図９同様。
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　図10　ストック「カルテット ホワイト」
　　　　の株あたり収穫本数推移におよぼす
　　　　播種日の影響

表４　冬季切り花栽培品目の管理温度によるグルーピング

注）図中の◎は生育正常で出荷に支障なし，○は生育正常だが出荷に支障あり，△は生育異常で出荷に支障あり
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栽植密度 株あたり収穫本数 単位面積あたり収量本数
（条間cm×株間cm） （本/株） （本/ａ）

「カルテット　ホワイト」
30×30 有 7.1 3,400 480

無 9.4 4,500
30×25 有 9.8 5,700 580

無 7.1 4,100
30×20 有 7.0 5,000 720

無 8.6 6,200
「カルテット　ピンク」

30×30 有 8.5 4,100 480
無 8.5 4,100

30×25 有 10.1 5,800 580
無 6.7 3,900

30×20 有 7.9 5,700 720
無 9.3 6,700

「カルテット　アプリコット」
30×30 有 8.2 3,900 480

無 8.1 3,900
30×25 有 6.5 3,800 580

無 6.5 3,800
30×20 有 7.2 5,200 720

無 9.3 6,700

品種 摘心
備考

（栽植本数　株/ａ）

表３　スプレーストック品種の収穫本数に及ぼす栽植密度と摘心処理の影響
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０℃ ３℃ ５℃以上

アルストロメリア リグツ系 △ ○ ○ 低温で開花遅延，葉縁の白化

カスミソウ アルタイル △ △ ○ 低温で開花遅延・収量減少

キク 寒コギク △ △ ○ ５℃未満で葉の赤化が著しい。

キンギョソウ バタフライ系 △ △ ○ ５℃未満で葉の赤化が著しい。

スイートピー ロイヤル系 △ ○ ◎ 開花遅延と切り花長短縮，収量減少

スターチス ハイブリット系 △ ○ ◎ ３℃以下で葉の赤化，収量減少

ストック カルテットホワイト ○ ◎ ◎ 降霜で花弁品質劣化

トルコギキョウ キングオブスノー △ △ △ 正常開花には15℃加温

ラナンキュラス エレガンス系 △ ○ ◎ 開花遅延・収量減少

品目 品種・系統
管理温度

備考


